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笑顔で登校 笑顔で下校 夢に向かって頑張る二小っ子

今から２０年ほど前の話です。当時勤めていた学校のすぐ下にお寺がありました。ち
ょうど私の子どもが小学生ぐらいの頃で、私は子どもを指導している立場ですから、我
が子は私の言うとおりに育てないといけないと思っているときでした。ある時、そのお
寺に用事があって出かけたとき、お寺の掲示板で見つけた言葉がこの言葉でした。私は
これを読んではっとしました。親がどんなに自分の思うとおりにしたくてもそうならな
いのは、親の後ろ姿を見て子どもは育つことからだということに気付かされた瞬間でし
た。
１０年ほど前に勤務していた県立教育センターで、私は先生方の研修の中で、この言

葉を使ってみました 「この言葉の中の『親』という言葉を『教師』という言葉に置き。
換えて考えてみましょう 」と言うと、ほとんどの先生方が「あ～ 」と納得の声を漏。 。
らし、思い当たる節があるような反応をしていました。１日の生活の中で考えると、朝
８時ぐらいから夕方４時過ぎまで約８時間教師は子どもたちと一緒に居ることになりま
。 、 。す 子どもたちは家で親と居る時間というと 平日では１時間か２時間あるでしょうか

朝は子どもたちより早く出勤される保護者の方もおられるでしょう。帰りの遅い方もお
られるでしょう。そうなると、実は子どもと一緒に居る時間が長いのは、教師というこ
とになります。そう考えると、この言葉は大きな意味があり、教師の責任は重いという
ことが分かります。しかし、子どもの教育については、教育基本法第１０条家庭教育に
おいて、父母その他の保護者が第一義的に責任があると言っています。ここで、学校と
家庭の連携が必要となってきます。連携というのは、学校は子どもの教育について自ら
の責任を自覚し、決して家庭のせいにするのではなく、保護者も我が子の教育に関して
学校に責任を求めるのではなく、お互いが情報を共有しながら、子どもたちをよりよい
方向に教育していくことだと思います。願うのは子どもたちの幸せであり、これは学校
も保護者も同じではないかと思います。学校としても、教師一人一人が自分の後ろ姿で
子どもたちに教育ができるよう頑張っていきたいと思います。保護者の皆様におかれま
しても、子どもたちの教育について、学校と家庭での『共育』にご配意いただければと
思います。

１日（木）…全校朝会
２日（金）…授業参観・学級懇談会
３日（土）…土曜授業
５日（月）… ７月２日金曜日は、一学期最後の授業参観学力向上タイム・３年放課後補充教室

。 、８日（木）…わくわく集会 です 先日プリントでも配布しておりますが
１２日（月）… 再度お知らせします。学力向上タイム・３年放課後補充教室
１４日（水）…地区児童会
１５日（木）…学年集会 期日 令和３年７月２日（金）
２０日（火）…終業式・大掃除
２１日（水）…夏季休業日～８／３１ 時間 １４：０５～１４：５０ 授業参観

１４：５０～１５：０５ 帰りの会相談窓口
・教育全般に関すること…森
・体や心の健康に関すること…宮﨑 １５：１０～１６：００ 学級懇談
・成長や発達に関すること…津江

※駐車場は運動場です。雨天でも運動場にな
子どもたちのことに関する窓口を設置 ります。その際は、ゆっくりとした出入りを
しています お気軽にご相談ください お願いします。。 。

授業参観・学級懇談お世話にな
ります。

おもな７月行事

やさしく かしこく たくましく

子どもは親の言うとおりにはならない。親のするとおりになる。


